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ミヤ

はじめに
2003年 度から イ チゴ産地において カ ブ

リダエによるハダニ対策の技術組み立てを行って
きた。その崎呆、2006年 度から ミ ヤコカフ
リダこが曽及段階に入り 利 用上 留 忌すべき点
も明らかになつてきた
晴に、ハダニ以外の庵督虫防除にかかる慶薬が

カブリケニの定者に強い影害を及ぽすこと ま た
病告虫発生の霊因となる肥魅管暖の改善まで、視
野に入れる財要があることなど、ハダニ対策とし
てのミヤコカブリダニの活用が イ チヨ税略全体
の病雷虫管理 さ らには、慶梨lF減に結びつくこ
となとにつしヽて 現 地で得たテータをもとに報告
する。

1 何 ま、ミヤコカブリすこなのか
調が国では チ リカブリダニの研究が古くから

行われ 1995年 にオンシツツヤコバチととも
に 導 入天触として初めて登録された 一 方、ミ
ヤヨカフリダエは、チリカフリダニに運れること
8年  2003年 12月 に畳録された ま た新し
いカブリダ=で ある。

しかし現地においては む しろミヤ13カブリダ
ニの方が、チリカフリダニに比べて早く ま た広
く普及するに奎つた そ の運白として 哺 賠書の
条件Jと 「カフリダこの性質」の2つ の観J面から
解説する。
(1)栽 嬉者の条件
イテゴの生産者は高齢化し ほ とんどの人はモ

ニタリングができなくなつている。そのため 痛
き虫の発見が運れ、作舶がダメージを受け 収 種
終了時期が早まる。あるいは、手運れになる前に
盛策を散布し 不 要な薬剤散布の機宕が増え 毎
抗性の発還を促すこともに 農 薬の使用頻度がさ
らに増すという悪低韓に陥っている

このような生産苦が実たして、チリカフリダニ
あるいは天叡を利用できるだろうか?
(2)カ フリダニの性質
このような生産書が利用コ能な天敵には モ ニ

タリングをしなくても効果が得られるという性質
が求められる

チリカフリダニはその農任から ハ ダニが生存
する暉暁下に放飼しないと定書しない。しF_がっ
て、ハダニ発生の有無を観憲できることが利用上
の大前提となる それに対しミヤコカブリダニは、
花粉やホコリダ=を エサにできるので ハ ダこの
発生前からほ傷に定彗させることが電能である

コカプリダニを用いた施設書
埼玉県東松山盛林振興センター

自 由  修  一

虫防際

実際に現地試験を行つた結果を図 1及 び図2に
示した。

図 1は 、チリカフリダことミヤコカフリダニを
同時に放飼し、モの後の推移を観察したものだが
ハダ=が 全く観察されない条件下におかれたチリ
カプリダニは、ハダニが発生してからもイチヨの

林には定苦しなかった。しかしミヤコカフリダニ
Er ハダニが発生するとイテゴの体に定書し ハ
ダニを掩長して績言を19えた。

図2は  チ リカブリダニが上手く定書した店陽
での整移だが ハ ダニ密度が比較的高く推移しな
いと 継 続的に定書して摘食していかないことが
伺えた。
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図3ほ ミヤコカブリダニ4c10a当 り1ポ トル
放飼しただけのほおての 成 功制を示したもので
ある。

ないとされている し かし現地調査の密果から
は、直織 間 接いすれにせよ イ テゴ株上での定
彗になんらかの影叫を及ぼしている司能性が示唆
され う とんこ病対策について 根 本から見直す
必要が生した

(2)le嬉 管理
うとんこ痛を勁長する要因としては 体 内硝酸

濃度との関係が知られている
折しも2006～ 7年 度は曖冬年となり 肥 料

の溶出が早まつたためか う とんこ病が多発し
震築では10えきれないほ掲が多く発生した
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この場合ミヤコカブリダ=は  ハ ダこの発生前
には、イチゴの株上で観顕できなかったが、ハダ
ニが現れ始めた2月 下旬から 定 首が健露され、
その後はほぼハダニの発生株ことに定書して被告
をHpぇ 収 穂を終えることができた

このような 2種 のカブリダエの性質の違いを
き8し ミヤコカプリダこの普及を図ったところ
2005年 度に42戸  2006年 度には60戸
の生産者が導入し ま た全国各地でも利用が拡大
するに至った

2 定 ●をほむ要因は何か?
しかしミヤコカフリダこの曽及につれて そ の

定書状況や効果については 生 産首間に達いが調
められた。

そこで、2006～ 7年 度作期にミヤコカフリ
ダニを導入した生産吉 56戸 65ほ 揚につい

て 定彗の良否とその要困を分析した。その結果
カブリダニを使用するうえで雪志すべき点がいく
つか確認できた。
(1)履 菓の影響

0ミ ヤコカブリダニ放飼前の殺虫剤
吉箇後半から開花期までの約2ケ 月間は ア フ

ラムシ類やハスモシヨトウを対象に 殺 虫剤がtR
行的に使用されている。なかでも使用頻度が高い
合成ピレスロイド剤やカーバメート剤は、ミヤコ
カフリダこに対し3～ 5ヶ 月の影どを漂めた
のうとんこ病に対trる慶薬の影習

マルチ前に硫黄粉剤を処理した生産者の店窮で
は、ミヤコカブリダニの分散を長期間妨ける傾向
を躍めた ま たEBI剤 を連用した場合 ミ ヤコ
カプリダニのイチゴ株上での密度が減少した。

一般に[BI剤 は ミ ヤコカブリダニに影響が

日日,4●ほ0■

そこで 品 召とちおとめでの体内硝酸嫁蔵とう
とんこ痛発生の有無について閥斎したところ (図
4)品 種女峰で示された栄曇診断基準臨よりも
低いレベルに体内5肖酸速度を維持しないと う と
んこ痛が止められないという結果を得た。

さらに 多 8B就魅条件下での殺虫 殺 ダニ剤の

散布は ハ ウス肉の空中湿度を高め う とんこ病
の発生を83長することも薩8Bできた。

また有穏質8B斜のBB効について、生産書の多く
は運効的であるとの先入観を持っている し かし

実際に調査してみると、ほ場の中でも特に土収水
力の多い箇所は 8B料 の溶出が早く 11月 中旬
には硝霞ほ窒粟懇度が高まり う どんこ窮が東つ

先に発生 感単源となっていることが健口できた。
よつて今後のうどんこ癌対策は、化学験薬によ

るたけでなく 肥 料コントロールも言めて検封し、
カフリダニに影習のない肥婚管理をすすめていく
必要があると思われる
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3 ミ ヤコカフリダエを利用したハダニ対策モデ
フレ

以上の結果から 図 5の ような 「ミヤコカプリ
ダニ利用モデル」を作成した 主 な内容は以下の
とおりである。

ノウハウは 労 務管理そのものであり 百 齢化
が進んだ産地でむしろ 天 融利用は推進しやすい
のではと思われる。

4 ミ ヤコカブリダニの利用から次なるステップ
ヘ

長いイチゴ税塔の歴史を通して 商 箇期間中の
崎臨ま 全 体の4～ 5割 を占めるに至ったことを
ラー度見直じ イ テゴ隷塔全体として 震 票低減
を図る技術を組み立てたいと者えた
そこでます 主魯天叡の利用を検討するために

無忠寒剰嬉ほ賜におけるカフリダニの定彗状況に
ついて 損 至、検討を行った
(1)無 康襲ほ場でのカフリダこの定書
図6に  無 忠栗ほ賜でのチリカフリダニと工彗

のカプリダニの定書状況を示した。チリカフリダ
ニは、饉客期の1月 16日 に敷飼した。

無凛薬のほ場では、チリカフリケエもスムーズ
に定苦し、併せて上者のカブリダこもほ賜で長期
間にわたって ハ ダニ類の密度抑制に効果を発揮
する可能性が見出せた。

フヽた 0といル ロ “□ い日 ど ロ エ・ゅ口 Ⅲ“

韓 lr当仰 カブッ″=ほは irl,り  ■ ,と ,

B● ●●由に4における,ウル ツ‐ と■■0″ リヤニoそ け er19,

(2)土 暫天徴を活用できないか?

農柴の影智を受けなけれ|ま 工 魯のカフリダニ

も活用できる可能性が見出せたので 次 に 育 苗
ほ窮における士彗天叡の種類と言虫密度の関係に
ついて隠至した (2007)

観察できた主な土害天融は 次 のと33りであつ

た

O捕 震性天顧
ハダニアサミウマ カ フリダニ顛 ヒ メハチカ

メ△シ ハ ダニパエ ヒ メハダニカフリケシハネ
カクシ ヒ うタアフなど
0笥 生性天融

アブラフヽチ ア フラコパチ ツ ヤコバチ タ バ
コアオムンチピアメフヽテ

却 聖
(口|ヽスモン和 1は "ブ レオラnァ フル車)

ミヤコカフリケi~
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図Sイ チtl穀塔での ヤヽョカブリダニ利用モデル

①定値時、モスピラツ粒剤の種穴処PD(財須)
の定植後、P3モ期までにハスモシヨトウを防除(ブ
レオフロアフルやラェニックス頴粒水禾D剤を便

用する)

0開 花前に一度 マ イ トコーネフロア功 レを散布

41開花期にミヤコカプリダニを放飼 (但し放飼前
に影どのある慶薬を使用した晦台は 1月 中旬
に放飼)。10a当 たり3本 以内

⑤ミヤコカフリダこの敏飼後 ハ タ=が 先行する
ようなケースが認められたら、喬度マイトコー

ネフロアブルを徴両する。
このこカ レの場合 10o当 たりに必要な農業は、

マイトコーネフロアブル2回 十ミヤコカプリダエ3
本となり 盤ね6回 の殺ダニ剤散市にかかる経東に相
当する(l鍔地域の平均83な殺ダニ剤散布回数は定植
後4 9回 )
多くの生産者はミヤコカブリダニの導入コスト

に対し 「受いJと いう評価をしている 理 由は仕
事が 「楽」になるからである。例年 3～ 4月 に
なるとハタこの被彗がひどく や 6な く収穫を打
ち切っていた人たちが ハ ダニの機言を目理する
ことなく書を迎え 収種を終了できたからである。
実際、ミヤコカフリダニのコストを人件■と比

較して見ると、ボトル1本 の値段は 最低賃金 (7
02円 )で 8時 間、 1人 の人を181Eえ るだけの
金観にすぎない

ミヤコカフリダニはイチヨの作期が終了するま
で館料を要求することもなく 勝 手に電えて活経
してくれる。労働力として87価したら ま さに費
すぎる雇用労働力といえるだろう 慶 藁選択等の
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(3)吉 苗期の書虫管理に艇出すスの天敵温存型

防除の考えを応用

露地ナスでは定4targにアドマイヤー純剤等の植え
穴処理により、天敵が増えるまでの一定期間
生商42期のアフラムシ類やアプミワマ類を防際し

その後は天敵 (主にヒメハナカメムシ)に よって
告虫密度を抑えた。天融でI,制し'ら いハダニや
チャノホコリダニに対して 天 敵に彰四の少ない

殺ダニ剤を使用し 大 幅な殺虫剤の肖J減を司能に

した

同様の視点でイチ」の畜宙期間の書虫と天敵の

発生消長を観霞すると 育 宙後半から発生するハ
スモシヨトウ以外は 天 敵温存によって、言虫密

度の抑制が可能な館果となった (図7、 国8)。

非常に感梁邸が高かつた
また 主 者の緑きょう痛菌に感染したハスモツ

ヨトウの経病旧体の分布を、経時63に開査したほ
場でも 同 様の発果を得ることができた
(5),酉 びのチリカブリダニ

ミヤコカブリダニの放飼前に必要としている、
マイトコーネフロアブル散石の代わりに、チリカ
フリダニを利用することを検討した。
従来は、モニタリングがき手な生産者ゆえに

マイトコーネフロアフルとミヤEDカブリダニのス
ケジュール散布 (放飼)で  一 定の効案を得るこ
とを〔テルとした。しかし あ る程度 ハ ダニが
贈えても気づかないということは 逆 に チ リカ
フリダニにとつては 定 曽し易い乗作になつてい

るともいえる
モこで 生 産書の感覚でここにハダニが発生し

ているであろうと思われる箇所に 大 量にチリカ
フリダ=を 取飼してもらい そ の後の定書状況を
観察した (図9)。

チリカフリダ=は ハダこのッポごとによく定書
し増殖していることが観察された。

ハ‐駐いルロ “EⅢ □ Ⅲ卜巨 コⅢ■ ⅢⅢ
,い =r,tブ 上 Ⅲヤ 々

口9″ すヽ二ゆッ下に定をしたテリカブウタ=

2 0 0 '年 1 2■7口敵臼

5 イ チヨ隷路ではとこまで化学震葉を済らせる
か

百首及び本ぼにおける様々な覆査結果を踏まえ、
ラ後のイチゴ栽嬉において、どこまで1と学農業を
瀬らせるかについて そ の可能性を探ってみた。
O百 苗期 必 要となる化学履襲0～ 1剤

電出すスの天敵温諄型崎儲と同様 親 体定植時
にアドマイヤー粒剤を種え六処理し ま だ気温が
低い時期のアフラムシ類等の奇生を抑える そ の
後、気温の上昇に伴い定魯する天叡によって 言
虫散書を回連する

8局 中旬以降 発 生が顕番となるハスモンヨト
ウにはNPVを 使用する。

うどんこ磨対奏としては 空 素成分を控えると
ともにパイォトラストによって発生を抑えていく。
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(4)カ フリダ=を 生かすハスモシヨトウx3策の
様対

化宇農薬以外でのハスモンヨトウ対策を組み立
てるために、高温期にNPV 低 温期に緑きょう
痛菌という体系を榛対した

平均気温が30℃ 以上となる8月 中□は NP
Vが 速効的かつ抜群の効果を示した 一 方8月 下
旬以降の温度下降期にはNPVの 効果は遅効83と
なり 処 理Eが りないと効栗が劣る傾向を認めた
これに対し 定 値後、9月 下旬にふすまペレッ
トで贈殖した緩きょう爵菌を風上におき 胞 子を
飛|ますことでハスモシヨトウに感染させたところ

~~~→
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② 本ぽ 財 要となるに学慶頚0～ 4配

定IE時にモスピラン税配を億円し 保 潟円始ま
でのアブラムシ類等を抑える。
ハスモンヨトウにはプレオフロアフルのような

天敵に影口の少ない凛策を使用する (増宍39には
線きょう埼西のような低温で知果を完48する償生
舶資材に鵜待したい)。

うとんこ痢には畜苗期同標基四喜素を少なくし
バイオトラストを使用することで発生を抑える。

4月 までのハダニ対策はチリカプリダニとミヤ
ヨカブリダこを併用する。

4月 以降、被督が顕著になるアサミウマ類に対
しては ,の ところ決め手となる対策がないので、
化学凛襲を1～ 2剤 使用する。

以上の善えに沿つて、イし学忠栗の使用Eな 検対
すると 雷 菌ほと本ぽの上崚消臨を含めても、ほ
高7剤 でイチゴ載電が口能となる

本県の特呂」隷塔霞産物の理証にかかる、イテゴ
でのほ行防盛口数 (EEべ最薬成分便周用数)は 5
7日 (純)と されているので お よそ1/8に 本
で農寒低減できることになる。

ミヤコカフリダニを中心とした イ チヨ親13で

の崎障体系は 大 幅な震葉崚済への夢を形作る奎
つかけとなった。
現jBにはまたまたたくさんの解決すべき瞬題が

あるが、こうした夢の実現にむけて、日係告BIと
こ距しつつ、送んでいければ手いである。
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施設栽培におけるベクター書虫の制御
―夕′ヽココナジラミと媒介ウイリレスを例として一

野菜茶業研究所 野 完Fhlチ ーム 本 多撰一郎

は1カ に

夕′ヽココナジラミa軒 碇治 ・ab9(偉 mャ 由、コ (図

1)|よ 暇汁によって作胸の生百を阻魯|ス ,:泄物 (甘

軽)に よるすす癌を発生させるほか、 トマト東化韓

の剰京ウイ,以 GMJⅣ )を永統的に踊 iすることによ

リトマト生産に畳大な被告を3き 起こ坑 タバコ

しかし今日では ,パ ココチジラミ十☆督“穣 G,pに

軒れ た0で 麗 シ,ウト リーフコナシラミを含めく 数

多くの イヽオタイプからな範    〔韓感莱。α苅やはつ

として扱われるべきと考えられている輸 n52001)

R新 陀  (2∞ 1)は これまでにせ界各地で報告され

た夕 コヽコすジラミ411創 器  (そのうち24固 体群に

は特定のアイ オタイブ名●f●えられている)に つ!【、

ク し―功ヒを誠みた。その結果 タ バコヨナツラミ|ま7

種類の″ し―フこ分けられたな データが不十分あるい

は相互に〕言するため、今回のタ レー功しに書許 "よい

バイオタイブも数多く暖されている

暁 駒 Ю d創 にOODは ミトコンドリアC01こ

リホツーム陪 1遺伝子の幅茎配列データ範    「砿

世界各地のタバココナシラミ団本群がアジス パリ (イ

ントネシD オ ーストラリス タ ラヽ以向のアフリカ

地中海 小 アツア ア フリカ、翔博 という6抑 主

ヨ母レース (的 に判別司抽 杉暇的に差景力憾

められない切し一功 と い すれのレースにも関連〕サ

られないアシ加 の多駆 伝子型に分けられること

を示t功乙

2 日 本的 る夕 的 コナジラミリ イオ多イブ

日本では 従 来からスイカズラやサツマイモ等に生8

する夕 コヽヨナシラミぐ■にお紛 力抑 州以西に分布砿

13科 23種 の植物に笥生することが知られる るヽ(事乱

1930)罰 こ 沖 紹早などの南西譜島で|よ 和川の誤

系統とはアイツプイムのアウ トパターンやミトコントリ

ア 1岱 fぶム 遺伝子分塩室甑規ツ環 なるBJ系統のタバ

ヨヨナジラミの分布が報告されている は 委己 岡 田

ほ お 峰o例柏 院 B4no 2-

しかし1989年 に夕′均 コナシラミリ ▼ オ'イ プB

(シリリ 一ヽリーラコチジラミ)力境外から侵入するこ

国内各地で分布を困すて各種の野豪や花舟をDO彗するよ

うになった (松■ 19鈍 :悔 5う。′ヽイオタイブB

の寄■コn四は極め0な く 日 本国内では28科 76種 の

軸 告されている (―" 本ヽ 1軽2)′ ▼ オ

タイブBは コ臣度で葛生すると作効の生育を阻昏仏 切

図1 夕 コヽコチツラミの成自 (つ と4翻幼虫

コナジラミはウンカ ヨ コバイ ク′フラムシ カ イガラ

ムシ=どと同様に半趨日帥 目←もぃα氷邦かに属

し 嫡の発膏段階乞埼たない不売全変想毘虫である 成

虫 幼 虫ともに□針で構物のオ液から栄霞を擬取砿 U

露を排泄すこ コナシラミ鋼さ 幼 虫期に固彗生活を送

る 0日から醇にりこ1齢幼虫13歩行能力を時つ力ヽ 2齢

になると脚を持たない固魯生活書となる 幼 虫期134齢

まであり 4齢 終期には成虫の眼点力研から週jて見え

るようにな&

1 夕 コヽコナジラミ〕 マ 労タイプ

タフヽココチジラミは形欄 3に区別でき叡S働 貶 働 ヽ

たぬ 過去に世界各地で様々な植初から採表された多く

の個駆 掌一の 「タバヨコナシラミ」として整理

記朝された し かし 夕 コヽコナジラミによ笥主植伽う

男8る葛主レースや形態以外の生効学的特徴が異なる数

多くの  rオ タィプが知られており、なかで徴 燦産の

アYオ タイプAと 中凍原産で世界告地に分布□医的 ヽ

叡 イヽオうイブBの 間には 営 接江出ア燕 週云子解

析による特徴 葛 三植勧に与える生理暉客の有無 固体

割町の交雑能力などで大きな室宴拘培在する。このこめ、

陸bぃ d創 (1盛%)は 衝動 聴のしベルで勲 Sって

いるこ善ス ′ヽイオタイプB4tBJ種功レ 一ヽリーフコナ

シラミー 却 帆 として

記弱〔ジ己
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虫が,地 りこ古軽に発生するすす庵|こよつて収ほ物の

品質低下をもたら引gぶ 多くの作物で葉や重 興実を

自ltさは トマトでは色彩異常果を発生させること3笥

題となった。1996年 にIYLCt別 景入り[御よ 本ウ

イルス病の媒介虫としてその崎除がより切実な問題とな

つ,こ

さらに騒近十ま スペィンを原産地とする=Jの夕Aコ コ

ナシラミ 0イ オ,イ ブ 0の 日本へag八 る贈 され

には拡 旬相 Bo"、 2X海 )期 的 から翔 W

まで分布を拡大している 国 2)バ イオタイブQ

ウリで 224日  ピ ーマンで 227日  トマトで 256

日となリ ト マトでの発畜期間引せの供試作物に比べ有

意に長かっ,こ 幼虫期の生存率はナスで最も高く ト マ

トで録J昼 くなり、両者の間には有恵差力あ つtt 平均

生涯産口醸 |よ ナスで 21&キ ュウリで 1676 ピ
ーマツで磁 3 ト マトで629と なつた 内 的自嗣 D

載 網増殖載 平均世代期間|よそれぞれナスで01c8

1櫛 1 312キ ュウリで01弱  1的 7313 ピ
ーマンでQ14徴

~319勢
臥 トマトで01lα 361

骸 7と なり 供 が1ク[4作 物のうち バ イオタイブ B

の増殖に騒も適りこ作物ますスであり 最 も適J母 い作

姻よトマトであると橘輸され,こ

4タ フヽココナジラミの超冬と配毬性

日本こ燕〕ヤ オうイプU止 は 四□では幼虫がスイ

カズラで超冬する これに対天 ,Vオ タイプBは 同じ

蜘アにある野外のキャベツで超冬できなかつた 若 い幼

虫の生存|よ 5℃のようなに温条件によつて強い悪影ロ

を受けることがわ)った (大素]岡 田 199)。 フイ

オタイブQも パイオタイブBと 同様に 日本の野外郷キ

での越冬は困難と者えられるよ 71Rl南部や四国南る略

との温暖地での題冬可能性については 今 後検討する跡

ヨ防 a

5 夕 コヽコナジラミa撃 勢対翻臨

日本在来の イヽオタイブよ土については、強い殺虫剤

卵 は報告さr3か った 1989年 頃侵入した,▼ オ

タィプBは ォツシッコチジラミに有効であった多くの

有機リツ剤 台 成ピレスロイド剤に対して抵抗性を示し

た (淵駐 19∞ )そ の緩  イ ミダクロプリト ニ テ

ンピラムなどのネオニコチノイト系殺虫剤を中lbとする

新規換剤が導入 登 録され タブヽコ13ナシラミの崎麟に

活用されるよう●母った。

t/3砿 最近日本で発生舶 WこフYオ タイプ Q

では 既 に海外でネオニE3チノイト系殺虫剤やピリブロ

キシフェンに対する嬌FT性発遷が報告されている

い賄 ‐t』 2∞ 2「 bpぃセ da郷 掬 )e

本で随岡さ糾=バイオタイプQa目 増野こつぃても、海

外と同療に高い殺虫剤抵抗性を有することが明らかにさ

れつつあ載 身郵よ′▼ オうイプCttに対して有効 S乗剤

を探索するととも|二 抵抗性の発達しにくい気F5封鎖型

殺室兼 天敵に影営のりよt畿 虫力¢効果的困費用万

法をR31fる 必要力協るう

図2 日 本国内で′(イオタイブQの 発生が韓首された的E(視
擦部 :2X追 年2角配こ)

の崎主僧協ま これまでに 18科 西 秘 猟題底才■ 今

後さらに増加すると考えられる ′ヽイオタイプ QIよ 元々

イベリア均 読 ]に飾 していた力t近 年飾 を広十女

イタリフやトイツ イ スラエル 中 圏 米 国などでも発

生ガ報告されている いh味抑 nt創Ⅲ2002:怖 o内セ

d創 2亜 !み刻‐ ま 創 2亜 !酪〕"n et a

ДttD

上国ら く知 )は 、日本国内で発生する夕′ヽココナ

ジラミの イヽオタイ功こついてミトコントリフ C01遺

伝子の塩室配列などの解析を行い 本 サ‖以西でスイカズ

ラ等に生8する在来系紡を イヽオタイブ dと 命名tF_

ま忠 円o議 に分布す窃 Jの在来粛協WYオ タイプ

腱却中であることも明らかにりこ 従って 現在日本国

内で雑 しているタンヽコヨナシラミに十ま 4種 類働 Y

オタイブ l」成 ド的 Ⅲ B Q)‐ t3まれている

3 夕 ′ヽココナジラミー 鞭

日本産のバイオタイブBに ついて ナ ス キュウリ、

ピーマツ ト マトでの発膏こ増殖率が報告された
rKa陶コ。崎d創 2Xア ),い ら成虫までの平均発育

期間よ あ ℃の実験室条件ドぐはナスで218Bキ ュ



生軸的崎博魯含ニュース N135 (8)

647胞 コヂ わ ミ例 的 的 球

夕′均 コチシラミに対しては オンシツコナツラミを

対象とした天徳奇生鮮オンシツツヤコ′ヽチ うo■ぃ治

確 姫 轟

fF_ 夕 ′ヽココチジラ諦 舶 抑 ′彰 ツヤ

〕 ▼ 0印 純務犯ぉ宮oお免0も 碇 れており、気温

力塙し煤件酌 オンシツツヤコ′じ よりも優れた随際

効果を発揮するとされている

夕Aコ 13ナジラミに有助車 としζ ボーペ

リア フ シヽフーナ ア 一ヽテャシリウム レ カニ ベ キロ

マイセス ワ モツロセウスが有効〔 営録市販されてい

&こ れら微笙胸慶薬を効果的に使用するために|よ 感

染に好通な温度と洞陰条件を設定する必要がある

7 夕 ′柏 コル ミ的

ヨt,lH日販

アフラムシやコすジラミ成虫が演色の色彩に覇3さ れ

ることはよく知られていこ さまさまなtB勅に奇生する

夕′ロ コすジラミ くフイ オタイプ D成 費も寅色に強く

轟]さ れ0こ な 黄色描■トラッジはヨナジラミ成宝が

閑捜へα入するのを崎軸 発生日本数をモニタリン

グすることにより天憩胆幻のタイミングを知ること力【

きる (ニモら 1991:ヽ ヽ 1の

近環舛線除去フィルム

如 コナシラミと― 生鮮仇 すヽれも 薙 無

件で帥 撮を麟云し魂 を目する。しかu近 無

外線を除去t/F_4ド ぐよ ヨナジラミ成安は東色帖■

飯に富3さ れ 天出による青生率も変|ししない (4日

1弱 4:蒔 R 松 井 1 998ab〕 近紫外椴鯨基ラィル

ムの麗調3害虫の侵入を碕ま 施殴内の毘虫の活倒を抑

制す勧 (毘 虫の纂殖汚勁や奇J舌 動を完全に妨|するわ

1知 ま,和ヽ

光反射シート

温室内および外観部に光反射シートを8qEす ると、タ

パココナジラミの霞入や察殖を抑制することができ&

下からの光反射によっく コナジラミの飛翻行働や索殖

行動が阻魯されるためたと書えられている (R爆

2 0 0 0 ) 。

両虫ネット

タパココチジラミ成豊の最入郁 脚 す0=|)で あれは

1-メ ッシュのネットでも一定の効察"諄 められた(百

木 19緊 D じ かしnLCVを 保苺uF_47′ヽコヨナジラ

ミ成室の優入を崎止するため思よ より畑かな目台しめ

ネットを円口部に康壊する勉霞ガ崎姦 47′ヽココチジラ

ミ成虫の通過を80転 J■m卜 すめ 日ょ 。4m以

ToB節 おヽり寝であった C聞こ ― l。しかし組か

な日前 のヽ崎虫ネット]コ 3リ コ数獣 樋捜内の嘘度上

昇による作業擦腕の悪化やトマトの生吉B廿 する恵影害

が問題となる ま た、同じ自前 でヽも乗財 (糸の太さや

綱リカ)こよつ(空気の題過性が男なる場合もあるので、

東紀の選択にあたっては タパココナジラミ成虫の遇過

率(ネ ットの勢  ] スヽほ 価格などを勘案するとと

もに 他 の両儲技術との組み合わせも苦8し て榛対する

」籾 】続

3 477的 コナジラミ」媒介するウイルス粛

タパココチジラミカ城介する福勧ウイルスとして1よ

トマト氏lt葬 ウイルス 碗 ゅル 呼椅 ′

α〃 ッ“oい 」3 今ヽ が最も重要である。ntCVは

1996年 に長田環4ulR雛 呵田ョ司翻 二発生し

α騒 1999:六 ■ 2m、 その優西南日本を中心

に頓 トマトの敏 蕪 勝 としぷ5嚇 uF_

日本苺 避 するTYLCV閣 め い動 働 ゆ イ′しスこ

電えbl■ 醇田環およU期 で得られた分抑 イス

ラコし窪nuO′ マィ,レド株 C■ で V― 的的 とalB

□性が豊塩菫配列しベルで98%と 極めて高く 両宙コ同

レウイルス株と書えられた は色崎et■ 19981

国0 日 本口内【トマト■lL基む角の発生が承告された山
Hと IE口されたTVLCV角 速法 (2〕通 年2呂境=)

一▲ 帥 ま醇岡県や串 とは黒
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なり Tく OVイ スラコ レ株 GM【 V― 10と 98%の

相同性を示じ[(大 氏 密文0)さ らにみ文泌 年に高

知県で発生したJ粉 軽株も↑ね悌 イスラコ し採に腐

すると判断された ⊂ 巳 密め  T4で Vの 日本への

侵入経魅出現らかではないわ(1∝ 冷年の時点で発生が

翻められたイスラエ′嫁 ど地中海沿岸地方や中米 北 米

地域などから持ち込まれたこ推測される

2賞 B年 2月までに日本で確碑されたTYLO分 離株

の発生力布を図3に示uFt こ の図では都府IF力颯初に

発生を報告_F_8F4分 離体を記域しており そ の後異な

る分離株の追加発生や混含発生t起 きている 干 “JDυ

マイルト林の発生は東海地万を中けに関東地方と引]地

方の一部で見らな い“で Vイ スラエル抹の発生は翔‖

のほか■国 四 国 紀 伊半島と間東地万にそれぞれ飛び

軽れていることが分かる こ うした不連綱8発生分布は

媒介虫 (タバココナシラミ)の 飛判移勧によるものとは

者えにくく つ イルス感染植物の人為的な移動が分布拡

中 であること』目わせる

PたOV以 外によ 最近タブヽヨヨナシラミカ賄 年する

0徒 rov市ム T4 0bM口 ぃ 属の新親ウイルス

Q● wbrt調 卸Ыに固 oぃるvn s ,mが ヵメリ

メロス キュウリ ス イカの副断 株から発見さねた (輿

日ら 2008 今 御3コナジラミによるウイサレスの媒介

生態や翔州以外め地域での発生状況などに注意を払う螂

翰 &

9 夕 ′tEDコナジラミリ イヽオ〕イプとウイルス頭現機

力

1∝ 6年 に海外から侵入したTYLt‐t7+よそれ以前の

1∝0年 に同じく海外から侵入CF_夕′均 コナシラミの

アYオ タイフ B(シ ,レト リーフヨナシラミ)に よって

,殉iS工 日本国内におサ韓 分布魂 六りこ(加醜

lα担 :大氏 客Iつ :汚賀 二 ヽ 2α2)最 近日本

に住入院 ′Yオ タイブQよ フヽイオタイブ8と 周程度

に高いTYLCtZ媒 介能力を有する(】内 本全 わ

ま息 日本在来の イヽオタイブよ主もTYLC v7媒介能力
4t持つ,工 本パイオタイフよトマトで増殖せよ トマト

を期値舶と吹 場合の成虫死亡率も高いため 実 質的な

脚i虫に1却=り留岳い 0と村 本多 Zコ 6)

lα 夕 均 ヨナジラミとトマトま化察巻おの出含崎ほ

タバココすジラミによる観宙|ま 軸 岐汁きより

もトマト黄化葉を病などのウイルス痛螺n力ゃbで ぁる

従って,フ均 ヨナシラミ自体を略除するよりも ウ イツし

スの伝染環を断ろ切るような 鶴 含的な管理技ff」が重要

と,sる

タ ロ コナシラミは要季には多くの種察の苛ヨ遭効で

育な これら罹痛トマト以外の植物で発着した大多数の

コナシラミ続 原ウイルス● 4K丸 今を駒ヨ討 無ヽ書虫

である 常和勲iどの預査によれ十ま 雑草地で摘標され

た'パ ココナジラミ成室はf/Nて無番虫であり 穫 痛ト

マトの中増施 全内で綺猥さ紛こ固体のみ保雪虫であつた

(軸 範 帥 1誠 紳 )。期

が2文 4年 に=コ 尉 卸 のトマト粛蟷地時で行った誼査

で1よ 3月 から 11月 にかけて聾外|こ捜置吹 トマト苗

で捕獲された夕 コヽヨナジラミ成虫のT脅で V保 苺率|よ

全体で 10～ 1宴 以下という働 1ヽ憲 あった は 多 北

1立 宏X5)

大部分力環吾虫である野外の夕′ヽコヨナシラミ個体群

を殺虫却触布なとによって徹底防除してよ T門で V保

暮虫に対するFIL爆効果日昼しヽ むしろ保奎虫の発生源で

ある野良生えトマトを除云〔シ勲直鶏囲トマト術 を行

って保喜虫そのものを販らす方力ヽ TVLC/に 対する崎

勝効果古自いと者えられる また ト マト栽遇終了時に

抹を振根呟 完全に枯死するまで施設を密閉する蒸し込

み処理を行うことによって 保 喜虫の施設外への闘出を

旧止すると同時に痛原ウイルスの野外への放出もH51Lす

ることができる 伝 2亜 )

施設関□部への崎虫ネット展張I Il紫外線麟去ラィル

ムの費用による保重負侵入の防止 定 植崎の地剤処運等

をlBみ合わせることで ト マト斎ft薪 の発生を効果

的に抑制することができる (JW‖ 丞 文澪 ,」W‖ら

2動 )ま た 崎虫ネット展張と配 像の野 目封帥

よび剰六菌製剤の散布によっても斎1ヒ察苦病の発生を抑

制できる Cをこ 姫 )。こう的 鰤 ― とし

〔 黄色粘魯根や爵色粘者テープによる13ナジラミ成虫

の捕殺車 書の価段内ヨナシラミ毬藍を抑制する天融奇

生鮮の利用など 各 種の輸除手段を効果63に組み合わせ

ながら施設内外の保喜虫留度とウイルス■を潔)させて

いくこと力【 トマト栽埼嚇 に調サるトマト黄fし蒜

の揃 崎上につるいると言えよう。韓 前却 iでは

トマト黄十七索巻病の随除に関する暫定的な技術搬 を

取りまとめたの(多 者にしてい口=きたい

専

hも , oヽロョoュnaoaiた ゅ げヽ0ゃ /mnd/mね

卸 。Hぬ i苗



生勤的おほ部会~ュ _ス  N035 (10)

総会および講演会のお知らせ

下記の日程にて生物的防昧部会の平成20年 度描去および構演会を開催致します。会員の

皆様のご参"0をお待ち致します。

日時  平 成20年 6月 12日 (本) 午 後3時 ～5時

場所  東 京国業大学せ口谷キャンパス2号 館3暗  国 際虐業開発学科会議室

紹会  議 題  4 2007年 度事業aR告

2 2a17年 度会計報告および監査報告
3 新 役員選出

4 2008年 度事業計画 (実)
5 2008年 度予算 (奏)

講演  演 題  「 震業に有用な生物多様性の持続的利用に向けて
一Functonal Agobodヽ oSけ の持続的利用―」

演者  (社 )寝 林水E技 術情報協会    平 井一男氏

(前 t(独)晨業環境技術研究所)

なお、誇演会終了後には、活漬者を囲んでの懇親会を予定しています。定非ご参力0くださ
い 。

一

― 一 ―



発行 東 京口発大学田台研MDl究 会

生的的簡ほ中会 (付衰 91r昭 夫)

〒15C8502東 京都世日合区桜丘 1-1-1

TEL αチ留 ′′″ Ⅲl(直通)

●AX 03 54′ ′-4032

‐ 桐  t● 撤 ugh。 3旬 a●J。

一  ―


